
 

 

 

 

 

 

 

① 研究と連動し、グループ学習を取り入れた１時間完結授業の実施 

○板書とノートが一体化し、グループ学習を効果的に取り入れた授業改善 

○全教職員が学年部を中心に学期に１回以上の互見授業を行う 

 

② 繰り返しの学習を徹底し、基礎となる力の習熟を図る 

○全教職員でチャレンジタイムに２０分以上取り組む（水曜日五限後） 

○毎日家庭学習のチェックを行い、定着及び習慣化するように指導する 

○夏休み、春休み、冬休みには、弱点を考慮したドリルプリントをさせる 

 

③ 学年ごとの弱点を分析し、必要な力をつけるための対策を考える 

 

④ フォローアップシート・データベースの活用 

 

 

 

 

 

① 指導方法や指導形態の工夫 

・落ち着いた学校の創成（朝読書、集会、授業中の聞く態度の徹底、無言清掃） 

・板書とノートの一体化（課題、まとめカードの使用、自分の考え・友達の考えを書く等） 

・学習規律の徹底（チャイムの合図を守る取り組み・休み時間の過ごし方・持ち物について） 

・苦手な問題を繰り返し練習する。 

 

② 児童生徒の学習意欲を向上させるための工夫 

・グループ学習の活用（研究との連動） 

 

③ 家庭学習の取組 

・家庭学習の徹底（毎日のチェック） 

・長期休み中の宿題プリント（国語・算数・理科・社会） 

別府市立南立石小学校 

学力向上プランの概要 

効果のある取組事例 

【別紙様式】 


